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2012年度 学校運営と勤務条件に関する県下統一申し入れ書
　貴職が本校教育の充実のために尽力されていることに敬意を表します。
　さて、豊かな教育を実践するためには、教職員一人ひとりの自主性・創造性を生かしながら、教職員集団としてのチームワークを高めることが不可欠です。そのためには、管理職のリーダーシップと民主的な学校運営が重要です。
　一方で、教職員がゆとりを持って職務に専念できる勤務環境になっていない問題があります。県内の学校現場では長時間過密労働が常態化しており、出退勤時刻調査でも超勤の縮減がすすんでいないことは明白です。
　つきましては、豊かな教育を実践できる条件を整備するために、年度当初にあたり、学校運営と勤務条件に関する下記の事項について、誠意をもってその実現に努力されますよう申し入れます。
記
一．学校運営について
１．憲法及び「子どもの権利条約」に基づき、識見ある教育者として学校運営をおこなうこと。
　また、独断的な学校運営にならないようにし、教職員の自主性や創造性を尊重すること。特に職員会議などの諸会議は 、十分な討議を保障し全教職員の合意形成をはかること。
２．学校の教育目標の設定については、教職員の自主性・主体性を大切にし、教職員の合意に基づいて行うこと。また、安易な数値化によって競争をあおらないこと。
３．目標管理制度については、管理シートの記入に際して、本人の自主性･主体性を尊重し、数値目標の設定などを強要しないこと。
４．施設・設備・備品等について、全教職員の要求を大切にし、十分な活動が展開できるよう配慮　すること。また、旅費の配分については、偏りが生じないよう民主的な執行に努めること。
二．勤務条件について
１．勤務時間の割振り変更や学校行事などによる週休日の振替の場合は、交渉事項であることに留意して、事前に分会(分会長)と協議し、一方的な決定をしないこと。
２．年休の理由を聞いたり、病休の取得に不当な干渉をするなど、休暇所得の抑制になるような言動をしないこと。
３．超勤縮減のために、以下の措置をおこなうこと。
　①休憩時間内や勤務時間外の会議等の設定を黙認しないこと。
　②「県立学校における教職員の業務の効率化と縮減に向けた管理職用マニュアル(改訂版)」（平成22年12月付）に従って、復命書の省略・簡素化など教職員の業務の負担軽減に努めること。
  ③今年度からの｢週休日の振替等を可能とする対象業務｣の拡大について、職員会議等で、県教委通知に基づいて、その内容を全教職員に丁寧に説明すること。また、定期試験期間の午後に会議等を設定しないようにするなど、振替しやすい環境をつくること。
  ④労働安全衛生員会で、出退勤時刻調査で超勤が月80時間を超える教職員の人数を明らかにし、超勤縮減のための具体的な措置を協議すること。
　⑤超勤が月100時間を超える職員との面談では、縮減したい業務についての本人の意向を聴取し、意向の実現のための環境の整備に努めること。
　⑥業務縮減のために、全教職員から意見を募るとともに、検討委員会を設置するなど具体的な態勢を整備すること。
